
沼津市まちづくり政策課

◎ 本日の内容

【資料１】

□第１回協議会の振り返り

□沼津市自転車活用推進計画素案
について

・実施施策について
・計画期間および指標について
・計画の推進体制について

□今後のスケジュールについて



沼津市まちづくり政策課

1第１回協議会でのご意見
指摘事項 委員名 対応

・自転車をより身近に感じてもらえるよう、休日に家族で乗る、休日に自分の健康
管理のためにという部分のアプローチが必要ではないか。
・親子で一緒に自転車に乗って交通ルール・マナーを子供に教えるという環境があ
れば、交通ルールを守るという認識が深まるのではないか。

椿委員

P2
・ターゲットに「子育て世
代」を追加し、施策案に
反映

・基本方針「行きたいまち、住みたいまち」について、市民が住みやすく、安全で、
ファミリーで楽しめるという視点を考慮すると、住みやすいという視点が先に来るべき
ではないか。

栗原委員

P2,3
・計画の基本方針を
「住みたいまち、行きた
いまち」に修正

・いろいろな施策の展開を図っていく中で、自転車を好きになるという雰囲気が
醸成されるのではないか。

中川委員

P3
各目標を達成すること
により、自転車文化が
醸成されることを明記

・沼津駅前にシェアサイクルポートが設置されれば、賑わいの創出に寄与するので
はないか。

稲葉委員

P5
新たにシェアサイクルポー
トを沼津駅周辺に増設
し、ＰＲを実施

・観光面では、今後どういったターゲットに来てもらうことを想定しているのか。サイク
リストなのか、一般の観光客が気軽に移動しやすい環境を作るという方向に行くの
か。それによってアンケートの対象者も変わってくるのではないか。

清水委員
サイクリストと観光客の
両方をターゲットとし、
施策案に反映

・高校生の交通安全教育の機会と実際の状況がリンクしていないと感じる。 中川委員 アンケート結果をもとに、
施策案に反映
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計画の方向性と基本方針案 2

上位計画で

市が目指す

将来都市像




本計画の基本方針

寄与
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沼津市自転車活用推進計画の骨子 3
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自転車文化の醸成について 4

計画目標１
自転車利用環境の充実による
安全性確保

計画目標２
移動の利便性向上による
自動車への過度な依存の低減

計画目標４
サイクルツーリズム推進による
交流人口の拡大

計画目標３
自転車の活用による
健康の増進
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5駅周辺へのシェアサイクルの増設について

【広報ぬまづ Ｒ２/10/1号】
１０月１日から沼津駅周辺にシェアサイクルステーションを新たに２箇所設置
【シェアサイクルのステーション】
沼津駅周辺に、新たに追加した２箇所を加え、
市内では沼津港・沼津御用邸記念公園・淡島マリンパーク・
ららぽーと沼津・沼津リバーサイドホテル・沼津グランドホテルなど、
合計１１カ所のステーションでシェアサイクルを利用することが
可能となりました

【回遊ネットワークの強化】
中心市街地と周辺の地域資源を結ぶネットワークの充実を図るため、
シェアサイクルの活用など、官民が連携することで多様な
交通手段による回遊ネットワークの強化を検討していきます


